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　６ 月 に 学  校 が 始 まって 半  年 が 経 ちました。 学  校 が 始 まってから
がつ がっ こう はじ はん とし た がっ こう はじ

も、 児  童 ・ 生  徒 の 皆 さんは 新  型 コロナウ
じ どう せい と みな しん がた

イルス 感  染  症 が 広 がらな
かん せん しょう ひろ

いように、たくさん 努  力 をしてきました。 授  業 や 部  活  動 だけでは
ど りょく じゅ ぎょう ぶ かつ どう

なく、 友  達 と 一  緒 に 遊 ぶことや、 人 が 集 まる 活  動 もがまんし、ま
とも だち いっ しょ あそ ひと あつ かつ どう

た、 運  動  会 や 学  芸  会 、 合  唱 コンクールなど、 楽 しみにしていた
うん どう かい がく げい かい がっ しょう たの

 学校  行  事 も 行 うことができませんでした。
がっこう ぎょう じ おこな

　２ 学期 になってから、 活  動 できることが 増 え、 運  動  会 
がっき かつ どう ふ うん どう かい

に 代 わる
か

 行  事 や、 移  動 
ぎょう じ い どう

 教  室 、 校  外  学  習 も 工夫 して 行 うことができました。
きょう しつ こう がい がく しゅう くふう おこな

 各  学校 の 校  長 から、 皆 さんがきまりや 約  束 を 守 ってしっかり 行  動 していることや、 皆 さん
かく がっこう こう ちょう みな やく そく まも こう どう みな

のことを 応  援 してくれる 人 に 対 して 感  謝 し、きちんとお 礼 を 伝 えられていることなどの 報 
おう えん ひと たい かん しゃ れい つた ほう

 告 を 受 け、この 大  変 な 中 で 大 きく 成  長 していることを 知 り、とてもうれしく 思 うとともに
こく う たい へん なか おお せい ちょう し おも

 皆 さんを 誇 りに 思 っています。
みな ほこ おも

　さて、 小  平  市 ではこれまで 大 きな 集  団  感  染 は
こ だいら し おお しゅう だん かん せん

 発生 
は っ せ い

していませんが、 感  染  者 が 増 えてきて
かん せん しゃ ふ

います。 都 や 国  内 、そして 世  界 では 急  激 に 感  染 が 広 がっており、いつ 誰 が 感  染 してもおか
と こく ない せ かい きゅう げき かん せん ひろ だれ かん せん

しくない 状  況 です。これからインフルエンザなど 他 の 病  気 も 流  行 し、 新  型 コロナウイルス
じょう きょう ほか びょう き りゅう こう しん がた

 感  染  症 もさらに 広 がることが 心  配 されます。これからが、 新  型 コロナウイルスの 感  染 を 防 
かん せん しょう ひろ しん ぱい しん がた かん せん ふせ

ぐために 重  要 な 時  期 となります。 先  生 や 友  達 、 家  族 や 周 りの 人 と 一  緒 になって、この 困  難 
じゅう よう じ き せん せい とも だち か ぞく まわ ひと いっ しょ こん なん

に 立 ち 向 かっていきましょう。 寒 い 時  季 ですが、 手  洗 い・うがいや 窓 を 開 けての 換  気 、マ
た む さむ じ き て あら まど あ かん き

スクの 着  用 など「 新 しい 生  活  様  式 」を 私 たち 一  人  一  人 が 確  実 に 実  行 しましょう。また、 感 
ちゃく よう あたら せい かつ よう しき わたし ひと り ひ とり かく じつ じっ こう かん

 染  者 や 医  療  従  事  者 などを 差  別 したり、いじめが 起 きたりしないように、 心 も 感  染  症 に 負 け
せん しゃ い りょう じゅう じ しゃ さ べつ お こころ かん せん しょう ま

ないようにしましょう。
　 小  平  市 の 希  望 である 皆 さんが、 充  実 した 学校  生  活 を 送 ることができるように 応  援 してい

こ だいら し き ぼう みな じゅう じつ がっこう せい かつ おく おう えん

ます。

　青少年委員が企画・運営するこの講座は、年間を通じて開催され、野外活動やレクリ
エーション、郷土学習などを通して、地域で活躍する「青少年リーダー」を育てること
を目的としています。
　ジュニア受講生（小学５・６年生）やシニア受講生（中学生・高校生）が参加し、青
少年委員と青少年リーダー（講座卒業生）の指導や見守りのもと、学校や学年の違う仲
間が楽しみながら活動しています。
　毎年２月中旬頃に、来年度の新規受講生（対象：小学４・５年生）を募集します。
　一緒に活動してみませんか！
　※市立小学校には、募集チラシを配布します。
問合せ　地域学習支援課　☎042（346）9834〈令和元年度の１泊キャンプの様子〉

青少年リーダー養成講座青少年リーダー養成講青少年リーダー養成講座座

　青少年委員は、小平市教育委員会の委嘱により、現在20人が活動しています。
　青少年の健やかな成長を願う有志の活動者として、市の青少年健全育成事業への協
力や、地域の青少年活動の支援などを行います。
　例年、小学５年生から高校生を対象とする青少年リーダー養成講座の企画・運営、
ルネこだいらで開催している青少年音楽祭の企画・運営、市民まつりでのバルーンア
ートなど、活発に活動を行っています。
　今年度は、新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため、予定していた活動が
できていませんが、このような状況が続いても、前向きに新しい活動ができるよう検
討しています。
問合せ　地域学習支援課　☎０４２（３４６）９８３４

小小平平市市青青少少年年委委員員
〜〜青青少少年年のの健健ややかかなな成成長長をを願願っってて〜〜

小平市青少年委小平市青少年委員員
〜青少年の健やかな成長を願って　　〜青少年の健やかな成長を願って〜〜

〈令和元年度の市民まつりの様子〉

◆青少年健全育成功労者表彰受賞者（敬称略）
　岩渕　賢次（青少年対策九小地区委員会前会長）
　大谷　幸夫（前青少年委員）
◆青少年育成協力者感謝状受賞者（敬称略）
　山田　宣章（青少年委員）
　千田　憲一郎（青少年委員）
　小林　孝子（青少年対策五小地区委員会会長）

東京都青少年健全育成功労者表彰状等の贈呈

おめでとうございます

　東京都では、青少年の健全育成に功績があった方や団体などに対して、
知事表彰状および知事感謝状の贈呈を行っています。

〈地域学習支援課〉

　教育相談室では、市内の児童・生徒のいじめや不
登校、新学期に向けた不安に関する電話相談を開設
します。
と　き　１月９日の午前９時から午後４時３０分まで
問合せ　小平市教育相談室　☎０４２（３４３）９４１１

教育相談室
土曜電話相談

　小平市教育委員会では、小平市立小・中学校の児
童・生徒を対象とした表彰を行っています。　
　令和２年４月１日から令和３年３月３１日までの間
に、体育、文化、学術等の分野において、東京都大
会で準優勝以上の成績を収めたお子さんは、担任の
先生までお知らせください。　
　候補者の要件などの詳細は、学校または問合せ先
までお問い合わせください。　
問合せ　教育総務課　☎042（346）9568

教育委員会
表彰候補者について

古川教育長からのメッセー古川教育長からのメッセージジ


